


　
令
和
二
年
一
月
六
日
に
、
毎
年
恒
例
と
な
る
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
「
催
し
物
の
部
」、
関
係
各
位
の
ご
出
席
を
賜
っ
た
「
式
典
の
部
」

の
二
部
構
成
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

  「
催
し
物
の
部
」
に
お
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の
こ
ど
も
達
の
に
ぎ
や
か
な
声
で
活
気
と
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、「
式
典
の
部
」
で
は
、
消
防
職
団
員
合
同
の
特
別
点
検
か
ら
始
ま
り
、
新
垣
邦
男
副
管

理
者(

北
中
城
村
長)
の
開
式
の
辞
、
浜
田
京
介
管
理
者(

中
城
村
長)

の
訓
示
、
沖
縄
県
知
事
、

沖
縄
県
消
防
協
会
会
長
、
当
消
防
組
合
議
会
議
長
か
ら
の
来
賓
挨
拶
を
賜
り
、
新
た
な
年
に
お
い

て
も
災
害
へ
の
備
え
を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を
引
き
締
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

北
中
城
村
立
喜
舎
場
保
育
所
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
獅
子
舞
を
披
露
し
て
も
ら
い
和
や
か
な

時
間
を
創
出
し
て
い
た
だ
き
、
展
示
訓
練
と
し
て
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
・
消

防
職
員
に
よ
る
二
階
建
て
住
宅
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
で
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
住
民
の
皆
様
に

P
R
す
る
機
会
と
な
り
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
二
年
一
月
六
日
、
当
消
防
組
合
出

初
式
の
式
典
に
お
い
て
、「
優
良
消
防

団
員
」
と
し
て
、
左
記
の
団
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

○
沖
縄
県
中
部
地
区
支
会

　
永
年
勤
続
表
彰
（
十
年
）

　
中
城
北
中
城
消
防
組
合
消
防
団
員

　
団
員　
比
嘉
有
志
（
中
城
村)

　日々の団訓練活動を行い自分に何が出
来るか、活動を通して防災意識を高め、
地域貢献して行きたいと思います。

　横浜から参りました。日頃鍛えている
肉体を地域に貢献したく入団しました。
地域のために精一杯汗をかきたいです！
よろしくお願いします。

　自然災害が増えている現在、地域の為
に自分の出来ることがしたいと考え入団
しました。消防団に入る事で地域の役に
立てる人間になりたいです！

○
比
嘉
　
善
徳
　
分
団
長

　
令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
付
で
退
団

　
し
ま
し
た
。

○
比
嘉
　
保
貴
　
団
員

　
令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
付
で
退
団

　
し
ま
し
た
。

○
當
山
　
竜
也
　
団
員

　
令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
付
で
退
団

　
し
ま
し
た
。

≪プロフィール≫
北中城村在住

令和元年　
八月一日入団

≪プロフィール≫
北中城村内勤務

令和元年
八月一日入団

≪プロフィール≫
中城村在住
令和元年

十月一日入団

黒島　秀郎篠田　宇希島袋　匠

新団員のお知らせ

令
和
二
年
消
防
出
初
式

優
良
消
防
団
員
表
彰

退
団
団
員
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消防団の活動について
　
令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
、
沖
縄
県
消
防
協
会
主
催
の
第
四
十
五
回
沖
縄
県
消

防
協
会
中
部
地
区
支
会
消
防
団
操
法
大
会
が
沖
縄
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
操
法
大
会
と
は
、
消
防
団
員
が
迅
速
、
確
実
か
つ
安
全
に
行
動
す
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
消
防
用
機
械
器
具
の
取
扱
い
及
び
操
作
の
基
本
に
つ
い
て
、
そ
の

技
術
を
競
う
大
会
で
す
。

　
中
北
消
防
団
は
日
頃
の
訓
練
で
培
っ
た
力
を
発
揮
す
る
為
、
四
種
目
の
操
法
に

出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
見
事
に
応
用
操
法
の
部
優
勝
（
比
嘉
有
志
、
比
嘉

善
徳
、
比
嘉
竜
己
）、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
女
子
の
部
二
位
（
徳
村
江
美
子
、
與
儀

亜
衣
林
、
知
念
成
名
美
、
宮
里
留
偉
）、
男
子
の
部
三
位
（
新
垣
紀
仁
、
平
良
博

俊
、
宮
里
龍
一
、
外
間
達
）
の
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

中
部
地
区
代
表
と
し
て
臨
ん
だ
県
操
法
大
会
（
応
用
操
法
の
部
）
で
は
、
中
北
消

防
団
"初

"と
な
る
県
大
会
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、

四
十
年
近
く
消
防
団
と
し
て
の
活
動
を
続
け
、
令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
退
団
と
な
っ
た
「
比
嘉
善
徳
分
団
長
」
の
最
後
の
大
会
と
な
り
、
有
終
の
美
を

飾
る
素
晴
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
消
防
団
員
向
け
の
教
育
訓
練
と
し
て
、
沖
縄
県
消

防
学
校
へ
消
防
団
員
の
研
修
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
研
修
は
、
沖
縄
県
で
も
"初
導
入
"と
な
る
試
み
が
二
つ

あ
り
、
中
北
消
防
団
か
ら
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一

つ
目
は
、「
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
研
修
」。
こ
れ
は
消
防
団
の

災
害
対
応
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
不
整
地
（
整

備
さ
れ
て
い
な
い
荒
れ
た
地
面
）
で
も
通
行
可
能
な
オ
フ
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
の
教
育
訓
練
で
す
。
二
つ
目
は
、「
ド
ロ
ー
ン
研

修
」。
こ
ち
ら
は
、
人
が
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い

場
所
で
の
状
況
把
握
や
検
索
が
可
能
な
ド
ロ
ー
ン
の
教
育
訓

練
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
そ
の
特
性
・
法
令
を
学
ぶ
座
学
、
点

検
・
基
本
操
作
を
学
ぶ
実
技
を
取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
現
場
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
・
津
波
等
の
自
然
災
害
が
多
発
す
る
現
在
、
消
防
力
の

向
上
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
職
員

以
外
に
、
地
域
で
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
消
防
活
動
が
行
な
え

る
消
防
団
員
の
力
が
ま
す
ま
す
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有終の美を飾った　比嘉善徳分団長

オフロードバイク研修

ドローン研修

消
防
団
操
法
大
会 

優
勝
!!

消
防
団 

消
防
学
校
研
修

消
防
団
員
募
集
中

※入団希望者は消防本部（総務課）まで！
総務課：TEL098-935-4748 消防団に関する詳しい情報は…

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/検索消防団

NAKAKITA　2020.033 



平成30年度消防決算について
平成 30 年度の決算額は歳入が 506,811 千円、歳出が 500,684 千円であり、前年と比べると

歳入が△ 13,530 千円の 2.6％減、歳出が△ 13,642 千円の 2.7％減となった。
実質収支は、6,127 千円で 111 千円の黒字となった。財政調整基金では 952 千円の取り崩し

があった。歳出予算額減の要因としては、平成 30 年度において退職手当特別負担金の歳出に該当
する職員がいなかったことが主な要因であり、歳入についても同様に退職手当特別負担金の歳出に
該当する職員がいなかったことによる構成村からの負担金減が主な要因である。性質別にみると、
補助費と扶助費で増がみられたが、その他については減となっており、前年度に比べ歳出全体とし
ての減額となった。

歳 出 決 算 平成30年度
決算額Ａ

平成29年度
決算額Ｂ

増 減 額
C=A-B

増減率
C/B×100

構成比
A/歳出合計

議  会  費 945 943 2 0.2 0.19
総  務  費 69,905 77,332 △ 7,427 △ 9.6 13.96
消  防  費 391,392 391,334 58 0.0 78.17
公  債  費 38,442 44,717 △ 6,275 △ 14.0 7.68

歳　出　合　計 500,684 514,326 △ 13,642 △ 2.7 100.00

（単位：千円）

歳 入 決 算 平成30年度
決算額A

平成29年度
決算額B

増減額
C=A-B

増減率
C/B×100

構成比
A/歳入合計

分担金及び負担金 486,308 494,538 △ 8,230 △ 1.7 95.95
使用料及び手数料 421 536 △ 115 △ 21.5 0.08

国庫支出金 291 0 291 皆増 0.06
県支出金 0 0 0 0.0 0.00

財 産 収 入 3 6 △ 3 △ 50.0 0.00
繰  入  金 952 952 0 0.0 0.19
繰  越  金 6,016 11,613 △ 5,597 △ 48.2 1.19
諸  収  入 12,820 12,696 124 1.0 2.53
地  方  債 0 0 0 0.0 0.00

歳 入 合 計  506,811 520,341 △ 13,530 △ 2.6 100.00
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令
和
二
年
一
月
二
十
三
日
に
沖
縄
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
、
職
務
を
通
じ

て
の
体
験
、
業
務
に
対
す
る
提
言
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
等
に
つ
い
て
各
消
防
本
部
の
代

表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。
中
城
北
中
城
消
防
本
部
か
ら
は
、
交
替
制
勤
務
で
消
防
救
急
業

務
に
従
事
し
て
い
る
宮
城
英
一
郎
消
防
士
長
が
代
表
と
し
て
「
勇
気
と
自
信
で
命
を
繋
ぐ

た
め
に
」
と
題
し
、
子
供
た
ち
へ
の
救
命
活
動
の
普
及
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

「
勇
気
と
自
信
で
命
を
繋
ぐ
た
め
に
」

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
理
解
力
や
吸
収
力
は
と
て
つ
も
な
く
、
無
限
の
可
能

性
が
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
若
年
時
か
ら
命
の
大
切
さ
「
命
ど
ぅ
宝
」
を
心
に
は

ぐ
く
む
こ
と
が
救
命
率
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

　
い
つ
ど
こ
で
、
誰
が
倒
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
人

だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
早
く
救
命
講
習
を
義
務
教
育
に
取
り

入
れ
、
継
続
的
に
学
べ
る
環
境
作
り
が
必
要
で
す
。

　
年
々
、
救
急
件
数
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
軽
症
者
の
救
急
要

請
が
増
え
て
お
り
、
重
症
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
限
り
あ
る

救
急
資
源
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
方
に
使
う
為
に
も
今
一
度
、
適
正
利
用
の
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

※
緊
急
の
場
合
は
迷
わ
ず
119
番
通
報
し
て
下
さ
い
。

　
私
は
消
防
歴
八
年
目
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
救
急
現
場
を
経
験
し
、
救
急
救
命
士

と
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
経
験
上
、
心
肺
停
止
か
ら
完
全
社
会
復
帰

し
た
事
例
は
多
く
は
な
く
、
救
急
隊
が
高
度
な
処
置
を
施
し
病
院
へ
搬
送
し
て
も
、
助
か

る
命
は
わ
ず
か
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
、
つ
ま
り
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

か
ら
受
け
継
い
だ
命
を
「
助
か
る
こ
と
の
で
き
る
、
当
た
り
前
の
命
」
に
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
私
の
所
属
で
は
、
救
命
講
習
会
を
開
催
し
心
肺
蘇
生
法
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
出
張
救
命
講
習
会
や
中
学
生
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
際
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
成
人
で
継
続
的
に
受
講
し
て
い
る
方
は
ご
く
わ
ず
か
で

す
。
救
命
講
習
会
を
と
お
し
て
受
講
者
か
ら
よ
く
耳
に
す
る
の
は
、
胸
骨
圧
迫
に
対
し
て

恐
怖
心
や
抵
抗
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
骨
を
折
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
間

違
っ
た
場
所
を
押
し
て
状
態
を
悪
く
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
な
ど
不
安
な
意
見
ば
か

り
で
し
た
。
そ
の
場
で
は
、「
心
臓
を
動
か
す
こ
と
が
一
番
大
切
な
の
で
心
臓
を
押
し
続

け
ま
し
ょ
う
！
」
と
伝
え
ま
す
が
、
不
安
は
払
拭
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
完

璧
な
胸
骨
圧
迫
を
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
肩
に
力
が
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

理
解
は
し
て
い
る
が
上
手
く
体
が
動
い
て
い
な
い
、「
と
て
も
惜
し
い
！
」
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
救
命
講
習
を
義
務
教
育
に
取
り
入
れ
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
心
肺

蘇
生
法
が
で
き
る
環
境
を
作
り
た
い
。
こ
れ
で
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
数
は
確
実
に
増
加
し
、

継
続
的
に
知
識
と
技
術
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
万
が
一
の
場
合
、
誰
も
が
自
信
を
も
っ

て
救
命
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
命
を
助
け
る
こ
と
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
最
初
は
困
難
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
気
楽
な
気
持
ち
で
救
命
講
習
を
始
め
る
の
も
一
つ
の

宮城英一郎
消防士長

消
防
職
員
意
見
発
表
会

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
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令
和
元
年
十
一
月
九
日
（
土
）
に
、

県
営
中
城
公
園
で
秋
の
火
災
予
防
運

動
の
一
つ
と
し
て
、
防
火
フ
ェ
ア
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
消
火
器
取
り
扱
い
訓
練
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
掲
示
、

着
衣
着
火
対
応
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、

こ
ど
も
達
も
楽
し
め
る
防
火
ク
イ
ズ
、

防
火
服
の
着
用
体
験
や
高
さ
十
三・七

メ
ー
ト
ル
へ
届
く
多
目
的
消
防
自
動

車
へ
の
搭
乗
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

火
災
を
ど
う
防
ぐ
か
、
ま
た
、
火
災

が
起
き
た
場
合
ど
う
対
処
す
る
か
を

考
え
て
い
た
だ
け
る
場
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
住
民
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
防
災
の
日
」(

九
月
一
日)

及
び

「
救
急
医
療
週
間
」(

九
月
八
日
～
九

月
十
四
日)

の
普
及
活
動
の
一
環
と
し

て
、
地
域
住
民
に
対
し
防
災
及
び
救

急
医
療
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

心
構
え
と
対
処
法
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
九
月
一
日
に
イ
オ

ン
モ
ー
ル
沖
縄
ラ
イ
カ
ム
で
「
救
急
・

防
災
フ
ェ
ア
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
開
催
で
三
回
目
と
な
り
、

救
急
体
験
や
Ｍ
Ｖ
Ｆ
搭
乗
体
験
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
成
な
ど
そ
の
他
多

く
の
ブ
ー
ス
を
催
し
、
例
年
以
上
の

来
客
数
及
び
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
継
続
し
て

い
き
ま
す
の
で
是
非
、
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
自
主
防
災
組
織
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
自
主
防
災
組
織
と

は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
自
覚
や
連
帯
感
に

基
づ
き
自
主
的
に
結
成
す
る
組
織
で
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
予
防
し
、
軽
減

す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　
大
災
害
時
に
は
、
私
た
ち
消
防
や

警
察
、
自
衛
隊
、
村
役
場
等
、
公
的

機
関
の
人
員
が
足
り
ず
、
助
け
に
行

き
た
く
て
も
、
す
ぐ
に
向
か
う
こ
と

が
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
普
段
か
ら
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
や
、
ま
た
、
地
域
住
民

で
協
力
し
あ
う
こ
と
で
助
か
る
命
が

あ
り
ま
す
。

　
是
非
、
皆
さ
ん
も
自
主
防
災
組
織

に
参
加
を
！

　
講
話
依
頼
は
警
防
課
の
方
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

　
令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
（
土
）

に
中
部
徳
洲
会
病
院
敷
地
内
で
同
院

が
主
催
し
た
「
テ
ロ
対
応
訓
練
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
正
面
玄
関
で
爆
破
テ
ロ
が

発
生
し
た
と
の
想
定
内
容
で
模
擬
傷

病
者
を
約
四
十
名
設
け
、
参
加
機
関

も
三
消
防
本
部
、
五
病
院
な
ど
合
計

十
二
機
関
が
参
加
し
た
大
規
模
な
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日

頃
行
う
こ
と
が
困
難
な
連
携
活
動
訓

練
が
実
施
で
き
非
常
に
有
意
義
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
続
け
、

万
が
一
、
災
害
が
起
き
た
際
に
被
害

を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
（
減
災
）

が
出
来
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
フ
ェ
ア

救
急
・
防
災
フ
ェ
ア

中
部
徳
洲
会
病
院

テ
ロ
対
応
訓
練

自
助
・
共
助
普
及

講
話
の
実
施
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違反対象物の公表制度

火事の見張り役！！住宅用火災警報器！！
住宅火災では、「逃げ遅れ」が原因で死亡するケースが非常に多く、なかでも寝ていることで逃げ遅れ

る危険性が高くなっています。そのため、寝ている時にでも火災に気付くよう、「寝室」へ住警器の設置が
有効なのです。

また、煙は階段を通じて上階へ広がることから、上階の部屋に煙が充満する前に警報を発して避難を促す
ため、「階段」への設置も義務付けられています。(※上階にも寝室がある場合 )

あわせて、「消火器」も設置すると被害を最小限に抑えることができます。

住警器は古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、とても危
険です。10 年を目安に本体ごと取り換えることをおすすめします。設置時期を調べるには設置した時に記
入した「設置年月」または、本体に記載されている「製造年」を確認してください。

定期的に家族で作動確認し、音を聞きましょう！

違反対象物の公表制度とは、建物を利用する方が火災危険性に関する情報を自ら入手し、その建物の
利用について判断できるよう、重大な消防法令違反がある場合、その建物の所在地、名称、違反内容な
どをホームページで公表する制度です。

公表の対象となるのは、消防法令上「特定防火対象物」として位置づけられている、映画館、飲食店、物
品販売店舗、宿泊施設など、不特定多数の方が利用される建物や、病院、社会福祉施設など一人で避難する
ことが難しい方が利用される建物で、火災を早期に発見できる「自動火災報知設備」、初期消火に有効な「屋
内消火栓設備」や「スプリンクラー設備」の設置義務がありながら取り付けていない建物が対象になります。

本制度は、令和２年４月から当消防本部でも運用開始いたします。現時点において、当該設備の設置義務が
ありながら取り付けていない建物の所有者様へ設置義務違反による火災の危険性を把握してもらうと同時に、
利用者が安心して建物を利用できるよう、速やかに設備を設置し検査を受けていただくようお願いいたします。

か「機器本体の故障」です。取扱説明書
をご覧ください。注）警報音はメーカーや製品により異なります。

音が鳴らない場合は？

●それでも鳴らない場合は、「電池切れ」

電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。
正常な場合は？

正常をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。

・・・ しーん

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です
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